
２
０
１
５
春
闘
「
３
本
柱
」
の
要
求
項
目

２
０
１
５
春
闘
「
３
本
柱
」
の
要
求
項
目

２
０
１
５
春
闘
「
３
本
柱
」
の
要
求
項
目

２０１５春闘共闘会議議長に就任した河村会長

すべての働く者の処遇改善に向け、団結ガンバロウ

労働者保護ルール改悪阻止を訴える河村会長

各構成組織から40人が結集

月
例
賃
金
に
こ
だ
わ
る
２
％
以
上
獲
得
を

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
！
12
・
５
全
国
統
一
集
会

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
！
12
・
５
全
国
統
一
集
会

働
く
者･

生
活
者
の
た
め
の
政
治
勢
力
拡
大
を
め
ざ
そ
う
！

最
低
賃
金
は
す
べ
て
の
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
　

最
低
賃
金
は
す
べ
て
の
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
　

２月６日（金）
・2015春季生活闘争開始宣言徳島集会（労働福祉会館別館）
２月12日（木）～14日（土）
・全国集中労働相談ダイヤル（０１２０－１５４－０５２）
２月17日（火）
・連合白書学習会（労働福祉会館別館）
２月21（土）～22日（日）
・徳島県中小労働対策本部第24回定期総会・一泊研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（阿波観光ホテル）

◎

◎

◎

◎

　

12
月
18
日
、
阿
波
観
光
ホ
テ

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
こ
の

総
会
の
開
始
に
先
立
ち
、
民
主

党
の
仁
木
博
文
さ
ん
が
会
場
を

訪
れ
、
今
回
の
衆
議
員
議
員
選

挙
に
対
し
お
礼
の
挨
拶
が
あ
り

参
加
者
全
員
の
拍
手
で
労
を
ね

ぎ
ら
っ
た
。

　

総
会
は
、「『
休
み
方
』『
働
き

方
』
改
革
で
長
時
間
労
働
を
撲

滅
！
賃
上
げ
で
景
気
の
底
支
え

を
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

各
構
成
組
織
か
ら
60
人
が
参
加

し
開
催
さ
れ
た
。

　

峰
行
副
会
長
の
開
会
挨
拶
の

後
、
平
井
中
小
労
働
対
策
本
部

議
長
が
総
会
議
長
に
選
出
さ

れ
、冒
頭
、主
催
者
を
代
表
し
て

河
村
会
長
が
「
２
０
１
５
春
闘

は
、
12
月
16
日
に
行
わ
れ
た
政

労
使
会
議
で
政
府
が
昨
年
に
続

き
介
入
す
る
波
乱
含
み
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
っ
た
。連
合
は
、政

労
使
会
議
の
中
で
も
デ
フ
レ
脱

却
の
鍵
は
中
小
企
業
で
働
く
労

働
者
や
非
正
規
労
働
者
の
賃
金

の
底
上
げ
・
底
支
え
・
格
差
是

正
の
改
善
を
求
め
る
と
し
て
い

る
。ま
た
、連
合
は
今
春
季
生
活

闘
争
を
賃
上
げ
・
時
短
・
政
策

制
度
実
現
を
３
本
柱
と
す
る
要

求
項
目
で
展
開
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、『
２
０
１
５
年
度
政

策
・
制
度
実
現
』
の
取
り
組
み

と『
労
働
条
件
改
善
』の
取
り
組

み
を
運
動
の
両
輪
と
し
て
強
力

に
進
め
る
。あ
わ
せ
て
、来
年
実

施
さ
れ
る
第
18
回
統
一
地
方
選

挙
で
は
『
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
』
を
は
じ
め
と
す

る
政
策
実
現
に
向
け
、
推
薦
候

補
者
全
員
の
勝
利
へ
」
と
あ
い

さ
つ
。

　

総
会
方
針
は
森
本
事
務
局
長

が
提
案
。
２
０
１
５
春
季
生
活

闘
争
「
３
本
柱
」
の
要
求
項
目

と
し
て
、「
賃
上
げ
」
は
す
べ

て
の
組
合
が
月
例
賃
金
に
こ
だ

わ
り
、２
％
以
上
の
賃
上
げ（
定

期
昇
給
相
当
額
と
賃
上
げ
を
加

え
た
要
求
は
４
％
以
上
と
す

る
）
を
求
め
る
。
中
小
共
闘
は

１
０
，５
０
０
円
以
上
の
要
求
。

「
時
短
」
は
長
時
間
労
働
の
抑

制
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
中

小
企
業
超
過
労
働
時
間
割
増
率

に
つ
い
て
、
月
60
時
間
超
部
分

を
50
％
と
す
る
。「
政
策
・
制

度
実
現
」
の
取
り
組
み
は
経
済

の
好
循
環
に
向
け
た
産
業
政
策

と
雇
用
政
策
の
一
体
的
推
進
。

と
り
わ
け
、
中
小
・
地
場
組
合

の
早
期
妥
結
に
向
け
て
構
成
組

織
間
に
密
接
な
共
闘
体
制
と
連

携
、
情
報
公
開
を
進
め
て
い
く

こ
と
等
を
説
明
。

　

具
体
的
に
は
①
中
小
企
業
の

底
上
げ
・
底
支
え
に
向
け
た
要

求
。
都
道
府
県
ご
と
に
連
合
リ

ビ
ン
グ
ウ
ェ
イ
ジ
に
も
と
づ
く

最
低
到
達
水
準
を
設
定
す
る
②

正
規
・
非
正
規
、
男
女
間
の
格

差
是
正
に
向
け
た
重
点
要
求
。

均
等
待
遇
実
現
を
含
め
た
総
合

　

２
０
１
４
年
12
月
５
日
「
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ  

Ｔ
Ｈ
Ｅ  

格
差
社
会
！

暮
ら
し
の
底
上
げ
実
現
」
労
働

者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
！
全

国
縦
断
ア
ピ
ー
ル
リ
レ
ー
・
全

国
一
斉
徳
島
集
会
を
開
き
、
各

構
成
組
織
の
組
合
員
約
40
人
が

参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
河
村
会
長

か
ら
「
全
国
縦
断
タ
ス
キ
ア

ピ
ー
ル
リ
レ
ー
が
、
９
月
25
日

に
ス
タ
ー
ト
し
、
徳
島
に
は
11

月
３
日
に
引
き
継
が
れ
、
県
内

各
地
で
ア
ピ
ー
ル
集
会
を
行

い
、
11
月
７
日
に
連
合
兵
庫
に

タ
ス
キ
を
引
き
継
い
だ
。
連
合

徳
島
は
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル

改
悪
阻
止
に
向
け
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
。」と
あ
い
さ
つ
。

森
本
事
務
局
長
か
ら
「
強
い
者

が
よ
り
強
く
、
格
差
が
広
が
っ

て
い
く
社
会
、
労
働
者
保
護

ル
ー
ル
改
悪
は
全
力
で
阻
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
も
粘
り
強
く
選
挙
闘
争
に

取
り
組
も
う
。」と
趣
旨
説
明
。

　

東
京
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
か

ら
全
国
に
向
け
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
集
会
で
は
、
連
合

古
賀
会
長
か
ら
「
12
・
５
全
国

統
一
集
会
は
、
今
日
が
ゴ
ー
ル

を
迎
え
る
日
で
あ
る
。
持
続
可

能
な
経
済
社
会
を
構
築
す
る
た

め
、
連
合
推
薦
候
補
を
勝
利
さ

せ
る
。」
と
あ
い
さ
つ
の
後
、

民
主
党
を
代
表
し
て
小
林
参
議

院
議
員
が
情
勢
報
告
。
神
津
事

務
局
長
よ
り
情
勢
と
取
組
提
起

が
行
わ
れ
た
後
、
集
会
ア
ピ
ー

ル
案
を
参
加
者
全
員
で
確
認

し
、
最
後
に
、
岡
本
会
長
代
行

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
全

国
統
一
集
会
を
終
え
た
。

的
な
労
働
条
件
向
上
へ
取
り
組

む
。③
企
業
内
最
低
賃
金
協
定

の
適
用
労
働
者
の
拡
大
等
を
、

す
べ
て
の
構
成
組
織
が
取
り
組

む
課
題
と
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
以
降
の
行
動
計

画
や
闘
争
体
制
な
ど
も
確
認

し
、
河
村
会
長
が
共
闘
会
議
議

長
に
就
任
し
た
。

　

鎌
谷
副
会
長
の
閉
会
あ
い
さ

つ
後
、
河
村
共
闘
会
議
議
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
ー
で
発
足
総

会
を
終
了
し
た
。

　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
学
習

会
で
は
、「
古
賀
会
長
に
聞
く
！

今
、
労
働
者
に
何
が
起
こ
ろ
う

と
し
て
い
る
の
か
？
〜
労
働
者

保
護
ル
ー
ル
が
危
な
い
〜
」
と

題
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
参
加
者
全
員

で
視
聴
し
、「
労
働
者
派
遣
法

改
悪
」・「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ

グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
導
入
」
な
ど

の
重
要
課
題
に
対
す
る
共
通
認

識
を
醸
成
し
た
。
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中央地協・宮本議長があいさつ　　　　　 南部地協・松村新議長の発声で団結ガンバロー三唱　　　　　　西部地協・大西議長があいさつ

連
合
徳
島

３
地
協

運
動
方
針
を
承
認

連
合
徳
島

推　
　
薦「
仁
木
博
文
」候
補
善
戦
す
る
も
及
ば
ず

民
主
党
比
例
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
は
１
議
席
確
保
に
と
ど
ま
る

西 部 地 協 役 員

中 央 地 協 役 員

議　　　長
副　議　長

〃
〃
〃

事 務 局 長
幹　　　事

〃

幹　　　事
〃
〃
〃
〃
〃

会 計 監 査
〃

　  氏　　名
宮　本　武　司
松　本　光　弘
佐　藤　陽　一
田　北　光　広
尾　田　賢　治
川　西　貞　之
益　田　英　明
鴻　池　達　也

　  氏　　名
佐　藤　　　誉
吉　田　　　栄
藤　崎　夏　男
山　下　英　郎
上　原　徹　也
金　子　真由美
谷　本　　智
小　谷　正　勝

　　　　出 身 組 織
交通労連四国高速運輸労組
自治労徳島県職員連合労働組合(徳島)
鳴門塩業労働組合(北部）
全国一般(東部)
大真空労働組合（中部）
専　　従
UＡゼンセン日清紡労働組合（徳島）
電力総連四国電力労働組合(徳島）

　　　　出 身 組 織
自治労徳島市役所職員労働組合連合会(徳島)
ＪＰ労組徳島県連協（徳島）
ＵAゼンセン四国化成労組（北部）
自治労石井町職員労働組合（中部）
自治労小松島市職員労働組合（東部）
中央地協　女性委員長
情報労連NTT労組（徳島）
ＪＡＭ光洋シーリングテクノ労組（北部）

役  職  名 役  職  名

南 部 地 協 役 員

議　　　長
副　議　長

〃
事 務 局 長
事務局次長

〃
〃

幹　　　事

幹　　　事
〃
〃
〃
〃

会 計 監 査
〃

書　　　記

　  氏　　名
松　村　　　淳
宮　田　義　文
鎌　田　耕一郎
山　本　日出夫
山　本　峰　安
長　尾　真　司
谷　本　修　司
松　本　佳　彦

　  氏　　名
大　賀　芳　治
湯　浅　悦　司
榊　　　一　美
丸　岡　義　謙
川　野　典　昭
江　上　和　宏
清　水　　　昇
吉　谷　真由美

　　　　出 身 組 織
自治労　阿南市職
ＪＰ労組　阿南北分会
新日本電工労組　徳島支部
専　　従
紙パ連合　王子新労富岡支部
四電労組　阿南火力支部
倉敷紡績労組　徳島支部
自治労　阿南市職

　　　　出 身 組 織
全農林　徳島分会
自治労　那賀町職
自治労　美波町職
全国一般  社会福祉法人柏涛会
阿南農協労組
新日本電工労組　徳島支部
自治労　徳島県職
専　　従

役  職  名 役  職  名

議　　　長
副　議　長

〃
〃

事 務 局 長
事務局次長
幹　　　事

〃
〃

幹　　　事
〃
〃
〃
〃
〃

会 計 監 査
〃

　  氏　　名
大　西　　　茂
下大寺　公　仁
南　　　　　馨
秋　山　光　夫
蔦　　　泰　見
華　岡　孝　彰
野　崎　光　一
赤　窄　政　治
逸　見　秀　夫

　  氏　　名
内　藤　紀　彦
鈴　木　圭　吾
坂　口　　　保
田　岡　和　記
結　城　春　加
島　本　泰　伸
増　井　良　和
西岡田　仁　志

　　　　出 身 組 織
三好市職員労働組合連合会
四国電力労働組合池田支部
日本郵政グループ労働組合徳島西支部
パナソニックヘルスケア労働組合脇町支部
連合徳島専従
徳島県職員労働組合三好支部
パナソニックヘルスケア労働組合脇町支部
四国交通労働組合
阿波みよし農協職員労働組合

　　　　出 身 組 織
美馬市職員労働組合連合会
三好市職員労働組合連合会
つるぎ町職員労働組合
東みよし町職員労働組合
徳島県病院局職員労働組合三好病院支部
徳島県職員労働組合美馬支部
美馬市職員労働組合連合会
四国電力労働組合池田支部

役  職  名 役  職  名

第18回統一地方選挙の勝利へ
連
合
徳
島
西
部
地
域
協
議
会

　

連
合
徳
島
西
部
地
協
は
、
12

月
３
日
、
東
み
よ
し
町
の
大
黒

屋
で
第
21
回
地
協
委
員
会
を
開

き
、
役
員
・
地
協
委
員
含
め
46

人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、大
西
議
長
が「
来
春
の

統
一
地
方
選
挙
で
、
高
井
美
穂

氏
当
選
に
向
け
て
取
り
組
み
を

進
め
る
」と
力
強
い
あ
い
さ
つ
。

　

報
告
事
項
で
は
、
２
０
１
４

年
度
活
動
報
告
、
会
計
報
告
、

会
計
監
査
報
告
が
満
場
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
た
。
議
事
で
は
、

２
０
１
４
年
度
〜
２
０
１
５
年

度
活
動
方
針
、
２
０
１
５
年
度

予
算
、
２
０
１
５
年
度
の
取
り

組
み
と
し
て
①
統
一
地
方
選
挙

の
勝
利
、
②
夏
休
み
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
、
③
ゆ
と
り
癒
し
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
、
④
平
和
を
守
る

闘
い
、
⑤
協
賛
・
共
催
事
業
、

役
員
の
補
充
が
提
起
、
承
認
さ

れ
た
。
３
名
の
欠
員
に
対
し
３

名
の
新
役
員
を
補
充
し
た
。

　

そ
し
て
、
地
協
委
員
会
宣
言

が
採
択
さ
れ
、
最
後
に
大
西
議

長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会

し
た
。

連
合
徳
島
南
部
地
域
協
議
会

　

12
月
12
日
富
岡
公
民
館
で
第

11
回
連
合
徳
島
南
部
地
域
協
議

会
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
に
、
松
江
議
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
来
賓
と
し
て
連
合
徳

島
河
村
会
長
、
松
崎
県
議
会
議

　

12
月
３
日
に
公
示
さ
れ
た
第

47
回
衆
議
院
選
挙
は
、
12
月
14

日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
。
い

わ
ゆ
る
「
０
増
５
減
」
の
影
響

で
３
選
挙
区
か
ら
２
選
挙
区
に

な
っ
た
徳
島
県
に
お
い
て
は
、

新
１
区
、
新
２
区
と
も
自
民
党

候
補
が
議
席
を
獲
得
し
、
比
例

代
表
に
ま
わ
っ
た
前
職
１
名
も

当
選
す
る
な
ど
残
念
な
が
ら
自

民
党
の
完
勝
を
許
す
結
果
と
な

っ
た
。

　
「
大
義
な
き
解
散
」
と
揶
揄

さ
れ
な
が
ら
も
安
倍
首
相
が

「
政
権
延
命
」
を
も
く
ろ
み
実

施
さ
れ
た
今
回
の
総
選
挙
は
、

普
天
間
基
地
移
設
問
題
で
「
県

民
党
」
対
「
政
府
与
党
」
の
対

決
と
な
っ
た
沖
縄
県
を
除
き
、

与
党
は
思
惑
ど
お
り
改
選
前
の

議
席
を
確
保
し
た
。
戦
後
最
低

の
投
票
率
と
な
っ
た
こ
の
選
挙

は
、
現
在
の
選
挙
制
度
の
問
題

点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
選
挙

で
あ
り
、
首
相
が
言
う
よ
う
に

「
国
民
の
信
を
得
た
」
と
胸
を

張
っ
て
い
い
の
か
、
は
な
は
だ

疑
問
が
残
る
結
果
で
あ
る
。

　

野
党
の
準
備
が
整
っ
て
い
な

い
状
況
を
見
透
か
し
て
実
施
さ

員
（
民
主
党
徳
島
県
連
幹
事

長
）
、
阿
南
市
議
会
議
員
の
皆

様
、
四
国
労
働
金
庫
阿
南
支
店

岡
部
支
店
長
よ
り
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
い
た
。
代
議
員
数
33
中

出
席
者
15
人
、
委
任
状
９
人
、

計
24
人
の
出
席
で
委
員
会
成
立

を
宣
言
し
た
。

　

報
告
で
は
、
２
０
１
４
年
度

活
動
報
告
・
会
計
報
告
・
会
計

監
査
報
告
が
一
括
報
告
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
第
１
号
議
案
２

０
１
４
〜
２
０
１
５
年
度
活
動

方
針
補
強
（
案
）
・
２
０
１
５

年
度
会
計
予
算
（
案
）
が
執
行

部
よ
り
一
括
提
案
さ
れ
そ
れ
ぞ

れ
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

　

第
３
号
議
案
で
役
員
補
充
交

替
が
あ
り
、
松
江
議
長
を
は
じ

め
、
３
人
の
交
替
が
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

　

宮
田
副
議
長
よ
り
閉
会
あ
い

さ
つ
、
最
後
に
松
村
新
議
長
の

『
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
』
三
唱
で

委
員
会
を
終
了
し
た
。

連
合
徳
島
中
央
地
域
協
議
会

　

12
月
15
日
労
働
福
祉
会
館
で

中
央
地
域
協
議
会
第
５
回
委
員

会
を
開
催
し
た
。

　

佐
藤
副
議
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
の
後
、宮
本
議
長
か
ら「
今
回

の
衆
議
院
選
挙
は
残
念
な
結
果

に
終
わ
っ
た
が
、
民
主
党
は
議

席
を
伸
ば
し
た
。来
春
の
地
方

選
挙
、
労
働
者
を
守
る
た
め
に

も
闘
い
ぬ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。」
と
主
催
者
あ
い
さ
つ
。

連
合
徳
島
森
本
事
務
局
長
、
四

国
労
働
金
庫
徳
島
営
業
本
部
竹

内
本
部
長
か
ら
来
賓
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
い
た
。

　

２
０
１
４
年
度
活
動
経
過
報

告
・
２
０
１
４
年
度
会
計
報
告
・

会
計
監
査
報
告
を
一
括
報
告
し
、

質
疑
の
後
、
満
場
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
第
１
号
議
案
２

０
１
５
年
度
活
動
計
画
（
案
）・

第
２
号
議
案
２
０
１
５
年
度
予

算（
案
）・
第
３
号
議
案
２
０
１

５
年
度
役
員（
案
）が
執
行
部
か

ら
提
案
さ
れ
、
満
場
の
拍
手
で

承
認
さ
れ
た
。

　

金
子
幹
事
か
ら
委
員
会
宣
言

（
案
）を
提
案
し
、
全
員
の
拍
手

に
よ
り
確
認
し
た
。

　

松
本
副
議
長
の
閉
会
あ
い
さ

つ
の
後
、
宮
本
中
央
地
協
議
長

の「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」三
唱
で

第
５
回
委
員
会
を
閉
じ
た
。

れ
た
こ
の
厳
し
い
選
挙
戦
に
お

い
て
、
連
合
徳
島
は
、
民
主
党

県
連
か
ら
の
要
請
を
受
け
徳
島

１
区
で
「
仁
木
博
文
」
氏
を
推

薦
し
、
徳
島
２
区
の
候
補
者
擁

立
に
も
最
後
ま
で
努
力
を
続
け

て
き
た
。
し
か
し
、
２
区
で
の

候
補
者
擁
立
は
時
間
切
れ
で
断

念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
１
区
に
全

力
を
集
中
す
る
こ
と
を
組
織
と

し
て
確
認
し
総
力
を
挙
げ
て
選

挙
闘
争
に
取
り
組
ん
だ
。

　

短
期
決
戦
で
臨
ん
だ
こ
の
闘

い
に
お
い
て
、
多
く
の
構
成
組

織
の
組
合
員
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
。
組
織
内
に
お
け
る

「
投
票
に
行
こ
う
運
動
」
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

後
援
会
組
織
に
対
す
る
電
話
に

よ
る
支
援
依
頼
に
も
ご
参
加
い

た
だ
い
た
。
公
示
日
に
は
ポ
ス

タ
ー
掲
示
で
「
共
産
党
」
に
番

号
を
間
違
え
ら
れ
た
り
と
初
日

か
ら
混
乱
し
た
選
挙
戦
だ
っ
た

が
、
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
方

の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
悔
し
さ
を
統

一
地
方
選
挙
で
晴
ら
す
べ
く
予

定
候
補
者
を
要
す
る
産
別
・
構

成
組
織
の
み
な
ら
ず
連
合
徳
島

構
成
組
織
す
べ
て
で
十
分
な
準

備
を
し
、
推
薦
・
支
持
候
補
全

員
の
当
選
に
向
け
て
の
力
強
い

取
り
組
み
を
お
願
い
す
る
。
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